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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】全国の琴奏者が、従来の琴糸の張り替え、締め
直し作業においては、強い腕力と技術が必要であったの
で、通常琴糸代及び出張料や作業費用のかかる専門の通
称琴屋に依頼していたが、誰でも腕力の何分の一の力で
簡単にしかも短時間で琴糸を張り替え又は、締め直しが
出来ることを目的とする。
【解決手段】琴の音穴に嵌合して装着する音穴琴糸挟持
固定具２と、テコを利用した琴糸引張り手段とした琴糸
挟持固定引張り具１からなる。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
琴の音穴より大きなＵ字状板の元部に該音穴に嵌合する大きさの斜面を持つ突部と該突部
と同じ大きさの押圧板が数本のボルトで連結された琴糸挟持固定具の斜面と押圧板の間に
琴糸を摺動可能に挿通させ、琴糸を引張り手段に固定し、該引張り手段で琴糸を緊張させ
ると、琴甲の琴糸が所定の張り具合になったところで、前記音穴に装着した琴糸挟持固定
具のボルトを締め付け琴糸を確実に固定し、該琴糸が緊張した状態を保持した状態で、前
記引張り手段の全てのボルトを緩めて、琴糸を引張り手段から取り外し、雲角に結び固定
した後、音穴に装着した琴糸挟持固定具を外して琴糸を張り替えることを特徴とした琴糸
張り替え具に関する。
【請求項２】
請求項１の引張り手段を、ラチェット式ストッパ付ハンドウインチで代用したもので、電
動でも可能とする琴糸を張り替えることを特徴とした琴糸張り替え具に関する。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　本発明は、琴糸の張り替え装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
従来、琴糸の張り替えや曲により特定の糸（通称絃）だけを強く張ったり、緩めたりする
場合、各自でも可能であるが、ある程度強い力と技術が必要なので、通常女性や男性でも
通称琴屋（一般的名称）にその作業を依頼していた。
【０００３】
従来の琴糸締め作業は、一本ずつ強い腕力で琴糸を引張り、所定の張り具合になると、膝
や手などでずれないよう固定した後、龍尾にある雲角に前記琴糸を絡めて固定していたが
、僅かにずれることがあり、全体の張り具合を一定にするには、専門の琴屋でも締めた後
で、琴柱を並べてその並びが悪いと締め直していたので、一般的な十三絃の琴（通称は箏
であるが、説明のため以降琴と呼ぶ）を一台張り替えるには、かなりの時間と技術とそれ
に強い腕力が必要であった。
【０００４】
また、この張り替えにかかる費用には、琴糸及び出張料や張替作業料を含めると経済的に
大きな負担となり、特に琴を多く保有している琴の先生や演奏する回数や使用する頻度の
多い演奏者にとって、張り替えや締め直しの回数が多いので、琴糸だけでも安価なものか
ら演奏会用の高級なものまであるが、琴糸の張り替えにかかる費用は、演奏者にとって大
きな負担となっていた。
【０００５】
　　　琴糸を張り替える方法は、専門の音楽学校において、習うこともあるが、強い腕力
と技術が必要で、習った者でも一般的には、男性でも女性でも、一定の張り具合にするに
は難しいので、琴糸の張り替えや締め直しは、手数を支払ってでも通常琴屋に頼むのが一
般的であった。
【０００６】
通常出張で琴糸の締め直しを依頼すると、琴糸の耐用年数により、天地替え（龍尾側の琴
糸と龍頭側の琴糸を入れ替え）する場合があり、通常１本でも切れた場合は、他の琴糸も
同様に傷んでいる可能性があるので、通常は全ての琴糸を取り替えや前記天地替えする場
合が多い。
【０００７】
　また、演奏会用に全体的に張り気味にする場合や曲により琴の調弦による場合、琴糸の
緩みで琴柱の並びが悪い場合など特定の琴糸だけを締め直す場合があり、このような場合
もその都度琴屋に締め直してもらう必要があった。
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
上記のような問題点を解決するため、本発明は、琴糸の張り替えや締め直し作業を行なう
とき、専門の業者や技術者に依頼することなく、誰でもが腕力の何分の一の力で簡単で、
しかも短時間で琴糸を張り替え又は締め直しが出来ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明では、音穴に嵌合して装着する、音穴琴糸挟持固定具と今まで腕力では、強い力
を要するので、テコを利用した琴糸引張り手段とした琴糸挟持固定引張り具で、従来の人
力部分をこの道具により、琴糸の張替え作業が格段に簡単で通常誰でも従来の人力の数分
の一以下で行なうことが出来る手段である。
【発明の効果】
【００１０】
この発明の最大の効果は、琴糸の張替え作業が簡単で、しかも従来の人力の数分の一以下
の力で行なえることである。
【００１１】
また、音穴に装着する琴糸挟持固定具と琴糸引張り手段の一実施例としての琴糸挟持固定
引張り具と大きく２つの構成であるので、簡単で且つ短時間で琴糸の張り替え作業が行な
うことができることである。
【００１２】
　１本の琴糸の張り替え作業としては、龍頭の音穴に琴糸止めされた琴糸を龍頭の龍眼（
ここまでの作業は図示せず）から引き出した琴糸の先端を雲角を越えて該雲角に近接する
龍眼に挿入し、該琴糸の先端を音穴から引き出し、音穴に装着する、琴糸挟持固定具本体
の凸部突起斜面に当接する押圧板が蝶ボルトで連結されているが、この時点では該と粒突
起斜面と押圧板の隙間に琴糸が摺動可能に挿通出来るくらい蝶ボルトを緩めておく。
【００１３】
さらに琴糸先端部は、龍尾裏の端部にある龍足の凹を介し、琴糸を引っ張る、琴糸挟持固
定引張り具の上面にある琴糸を挟持用の押圧板が４本の蝶ボルトでハンドル固定具の上面
に連結され、琴糸が摺動可能な隙間を維持し、琴糸の先端をその隙間を通過したところで
、琴糸が、甲の上で真直ぐに張られる程度軽く手で引張り、前記蝶ボルトを強く締め付け
ると琴糸は確実に固定できる。
【００１４】
そこで、前記琴糸挟持引っ張り具を係止するピンを引き抜き、レバーハンドルを下方に押
し下げると琴糸は徐々に緊張し、所望の張り具合より一音くらい低いところで一時的に係
止ボルトの蝶ナットを両側から締め付け、さらにレバーハンドルを押し下げ、所望の張り
具合になると、琴糸挟持固定具が逆回転して戻らないよう前記ボルトとレバーハンドル固
定具の垂直面の間にクサビを挿入して確実に固定する。
【００１５】
次に、音穴に装着してあった、前記琴糸挟持固定具の押圧板の蝶ボルトを強く締めると琴
糸は確実に挟持固定する。
【００１６】
これで音穴から琴糸がずれて戻ることがなくなったので、前記引張り具とボルトに挿入し
てあったクサビを引き抜き、琴糸挟持固定具のボルトを緩め、該琴糸を開放した琴糸の先
端を雲角に導き該雲角に通常の糸の絡め方で琴糸を結び固定する。
【００１７】
この１本だけの琴糸の張り替えの場合、前記音穴に装着してあった琴糸挟持固定具のボル
トを緩め、該琴糸挟持固定具を音穴から取り出して、一連の作業は終了となる。
【００１８】
また、他の琴糸の張替がある場合には、以上の操作を繰り返すだけなので、従来の琴糸の
張替え作業が短時間に確実に各琴糸の張り具合を均一に出来た。
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【００１９】
　以上の説明から明らかなように、本発明にあっては次に列挙する効果がある。
【００２０】
琴糸の張替え装置としては、大きさも小さく、軽量なので、持ち運びが便利なので、楽屋
や海外にでも持ち歩くことが出来、どこでも琴糸の張り替えが可能である。
【００２１】
　通称琴屋でもこの装置があれば、安価で琴の糸締めが出来るので、今まで琴糸の締め替
えや張り替えにかかる費用を安く提供でき、また、全国の琴の所有者自身が行なえば、琴
糸の張り替えや締め直しなどの費用を最低限に抑えることができるので、琴の糸締めにか
かる費用や締め替え時間がかなり軽減できる。
【００２２】
従来、箏奏者自身でも琴糸の張替えを行っていたが、強い力を要するので、この張替え作
業は困難であったが、数文の一以下の力で行なえるテコやウインチの引張り手段で解決し
、作業効率の効果としては大変大きい。
【００２３】
従来、１本や２本だけの調律のため、琴糸を張り替える場合、その都度琴屋に頼んで行な
っていたが、緊急の場合不便であったが、誰でもこの作業を行なえるので、大変助かるこ
とは明白である。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】は、本発明の一実施例を示す全体の平面図である。
【図２】は、図１を上方から見た分解斜視図である。
【図３】は、図１を下方から見た分解斜視図である。
【図４】（ａ）、図１で示すＡ‐Ａ断面図で、（ｂ）は（ａ）に示す１点差線で囲まれた
拡大図である。
【図５】（ａ）は、図４の琴糸挟持固定具を龍尾音穴に装着して、琴糸を手で引張り、レ
バーハンドル固定部に該琴糸を挟持固定した後、該レバーハンドルを下方に回動させ、琴
糸にテンションが加わった状態を示し、（ｂ）は、（ａ）に示す拡大図で、（ｃ）は、ハ
ンドルをさらに回転させ、クサビを差込んだ状態を示す。
【図６】は、琴糸の引張り手段として、ラチェット式ストッパ付ハンドウインチにした、
他の実施例を示す。
【図７】は、琴糸を龍尾、雲角に一般的に結ぶ方法の順番を示すものである。
【図８】は、琴全体の各部の名称を示すものである。
【本発明を実施させるための形態】
【００２５】
本発明を図面に従って説明すると、本発明は、図２で示す通り、琴４０の龍尾４１と該龍
尾４１の龍腹４７にある音穴４８に嵌合する琴糸挟持固定具２と引張り手段の一実施例で
あるテコを利用した琴糸挟持固定引張り具１をテーブル３のネジ孔３５にアングル状支持
板１５、１６のフランジ１５ａが蝶ボルト２９でテーブル３１に固定し、該テーブル３の
下面には、龍尾側のいわゆる立奏台（図示せず）に嵌め込むための二股の脚３３が設けら
れ、テーブル３１の蝶ボルト３２で固定されて、該テーブル３１右側にはハンドル固定具
１１が回転する切り欠き３４と左側には、音穴４８に装着する琴糸挟持固定具２の蝶ボル
ト５２を操作する切り欠き３５を設けてある。
【００２６】
図１、図２、図３では琴４０の甲４４に張られてあった古い琴糸を全て取り外した状態で
、説明をわかりやすくするため、１本の琴糸Ｇを龍頭方向から引き出し、龍尾４１の雲角
４２を越え、龍眼（琴糸を挿通させる孔）４３に琴糸Ｇの先端に挿入する。
【００２７】
図４に於いて、１本の琴糸Ｇを本発明１０に装着する順番を龍頭方向からＴ１、Ｔ２、Ｔ
３、Ｔ４、Ｔ５の順に装着し、琴糸Ｇの先端Ｇａは、図４に示す甲４４の上に装着し、琴
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糸Ｇはまだ緊張していない状態を示す。
【００２８】
該琴糸Ｇの装着順序についてさらに詳しく説明すると、龍頭から引き出した琴糸Ｇは甲の
上を通り、龍尾４１の雲角４２を越え、該雲角４２に近接して配列した、１３個の龍眼４
３の中央に挿入する。
【００２９】
該琴糸Ｇは、龍尾４１の龍腹４７にある音穴４８から前記琴糸Ｇを引き出し、該音穴４８
に嵌合して装着する琴糸挟持固定具２に挿通させる。
【００３０】
該琴糸挟持固定具２は、Ｕ字形の腕５と元部５ａに斜面を持つ突起８と当接して蝶ボルト
５２で連結された押圧板７が隙間Ｓを設け、スペーサ５２ａは、蝶ボルトの羽部が当たら
ないよう高さを変えている。
【００３１】
琴糸Ｇは、該隙間Ｓを挿通して、摺動可能で保持して、さらにコの字を形成する龍足４６
の凹み部を介し、琴糸引張り手段である引張り具１へと移動する。
【００３２】
次に、該琴糸引張り手段の一実施例として、テコを利用した琴糸挟持固定引張り具１につ
いて詳しく説明する。
【００３３】
図４では、上面が水平面１１ａ、左側が垂直面１１ｂ、右が斜めの面１１ｃの直角三角形
状のハンドル固定具１１の左下側に回転軸１９
【００３４】
　　ハンドル固定具１１の下側には、回転軸１９があり該ハンドル固定具１１が該回転軸
１９を中心にして回動可能である。
【００３５】
前記ハンドル固定具１１の両側面を挟んで、該ハンドル固定具１１が摺動可能にアングル
状の壁板１５、１６に挟まれて、前記ハンドル固定具１１の水平面である上面１１ａが水
平を保つため、係ピン１７が、アングル状の壁板１５、１６を挿通して係止されている。
【００３６】
前記垂直面１１ｂに当接している軸２５は、回転軸１９を中心とする円弧状スリット２４
を摺動し、ハンドル固定具１１が回動し、一時的に係止する役目を果たし、両側面の蝶ナ
ット２５ａを締め付けることにより係止される。
【００３７】
前記アングル状壁板１５、１６の端面と龍尾端面４５が当接する当接板１４をネジで固着
され、該当接板１４の下中央に切り欠き１４ａを設け、前記琴糸挟持固定具２０から琴糸
Ｇが挿通する。
【００３８】
該当接板１４と前記ハンドル固定具１１の垂直面１１ｂの間に介在する２本の表面が滑ら
かな金属または樹脂などのパイプ２２、２６が前記アングル状壁板に挿入され、回動可能
に装着され、琴糸Ｇが前記該当接板１４と前記ハンドル固定具１１の垂直面１１ｂの間に
介在する２本の表面が滑らかな金属または樹脂などのパイプ２２、２６が前記アングル状
支持板１５、１６に挿入され、回転可能に装着されている。
【００３９】
前記龍尾端面４５が当接する、当接板１４の下端部中央に琴糸Ｇが挿通する切り欠き１４
ａを設け、前記下側のパイプ２６の下側から伸びた琴糸Ｇを指で引き出しやすくするため
のガイド３９を設けた。
【００４０】
ハンドル固定具１１の右上には、ニギリ１３を持つハンドル６の軸１２を挿入する穴１１
ｄを設け、ハンドル１２は、前記上部平面１１ａの前方中央にネジ２７で抜けないよう支
持されている。
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【００４１】
該ハンドル固定具１１を摺動可能に支持する為、スペーサ２８で巾を確保して、該ハンド
ル固定具１１が、回動しないで係止するピン１７が、前記支持壁１５、１６を挿通してい
る。
【００４２】
ハンドル固定具１１の上面１１ａには、琴糸Ｇを挟持する押圧板１８が４本の蝶ボルト２
３で連結され、この時点では挟まれた琴糸Ｇは摺動可能状態である。
【００４３】
固定具１１の垂直面１１ｂと当接板１４には、上下２本の表面が滑らかな金属または、樹
脂からなるパイプを設け、下のパイプ２６の下側を前記凹からの琴糸Ｇを指で摘み、この
時琴糸Ｇを掴みやすくするため、曲面を持つガイド３９を設けた。
【００４４】
さらに、斜め上方にあるパイプ２２の上側を介して、前記ハンドル固定具１１の上部にあ
る琴糸Ｇが、前記説明した、押圧板１８と上面１１ａに挟まれることになる。
【００４５】
以上で、琴糸Ｇは、本発明である装置１０に装着されたことになったので、甲の琴糸Ｇが
ある程度直線状になるくらいの強さの力で引張り、音穴４８に琴糸挟持固定具２を嵌合し
て、前記ハンドル固定具１１の４本の蝶ボルト２３を強く締め付け、確実に琴糸Ｇは挟持
固定されたことになる。
【００４６】
そこで、支持板１５、１６に挿通した係止ピン１７を引き抜き、ハンドル６のニギリ１３
を掴み下方へと押し下げると、甲の琴糸Ｇは徐々に緊張を増し、所定の針具合の少し手前
で、前記係止ネジ２５の蝶ナット２５ａを締めて一時的な係止状態とし、それから改めて
さらにニギリ１３を掴み下方に押し下げ、所定の張り具合になったところで、前記１１ａ
と係止ネジ２５には間隙が出来るので、図５（ｃ）に示すようにクサビＫを該間隙に差込
む。
【００４７】
この状態で、甲の琴糸Ｇの張り具合は、所定の張り具合なので、前記音穴４８に装着した
、琴糸挟持固定具２の蝶ボルト５２を締め付けると、確実に琴糸Ｇは固定された状態とな
るので、図５に示す状態となる。
【００４８】
以上の状態では、琴糸Ｇは、緊張状態となっているので、前記ハンドル固定具１１の上に
ある蝶ボルト２３、４本全て緩めて、琴糸Ｇを引張り手段１から開放して引き抜き、該琴
糸Ｇを開放し、前記雲角４２に結んで固定する。
【００４９】
この作業が終わってから、音穴４８に装着してあった琴糸挟持固定具２の蝶ボルト５２を
全て緩めて、該音穴４８から取り除き、１本の琴糸Ｇ張替え作業は完了するが、他にも張
り替える場合には、以上の作業を繰り返し行なう。
【００５０】
本発明の全体の構成を説明したが、引張り手段の他の実施例の一例として、図６に示す、
ラチェット式ストッパ付ハンドウインチ６０を使って琴糸Ｇの引張り手段とすることが出
来る。
【００５１】
細い台６８に設けられた、回転軸６２を中心に回転するリール６１の片側の側面に歯車６
３が固着されて、回転軸６６を中心にハンドル６７を矢印方向に回転させるとリール６１
に巻きつけられたベルト６４が巻き取られ、先端のフック６５に掛けられた琴糸Ｇは、徐
々に緊張し、ストッパ６９で歯車６３の歯毎に逆回転することなく巻き取られ、所定の張
り具合を得ることが出来るが、これはハンドウインチであるが、電動でも可能である。
【００５２】
他に張替える琴糸がある場合、同様の作業を繰り返すだけなので、従来一度締めては、調
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律の具合で締め直していたが、この方法では、ほぼ一回の張替え作業で所定の引っ張り具
合を得るとことが出来るので、かなりの作業時間が短縮できた。
【００５３】
従来、人の手だけでの張替え作業では、所定の張り具合を得ようと手で押さえても、若干
緩み、締め直すことがあったので、作業時間がかなりかかっていた。
【産業上の利用可能性】
本発明では、従来いわゆる琴の糸締めにおいては、強い力で引張り固定するためには、強
い力と技術が必要であったので、全国で何万人のお琴を保有している演奏者は、通常琴屋
（一般的な総称）に依頼してきたので、その都度、琴糸締め料金がかかり、数台、数十台
保有している団体にとって経済的に大きな負担となっていたが、本発明では、簡単な装置
でほぼ誰でも琴糸締めの技術を要しないでしかも、腕力の数分の１以下の力で糸締めがで
きたので、全国の琴奏者であれば、琴奏者の必需品となる。
【主な符号の説明】
【００５４】
１・・・・・・・・琴糸引張り具全体
２・・・・・・・・琴糸挟持固定具
３・・・・・・・・テーブル
５・・・・・・・・Ｕ字状板の腕部
６・・・・・・・・ハンドル
７・・・・・・・・押圧板
８・・・・・・・・傾斜を持つ凸部
９・・・・・・・・緩衝材
１０・・・・・・・本発明全体
１１・・・・・・・ハンドル固定具
１４・・・・・・・龍尾端面当接板
１５、１６・・・・支持壁板
１７・・・・・・・係止ピン
１８・・・・・・・押圧板
１９・・・・・・・回転軸
２２・・・・・・・上部パイプ
２３・・・・・・・蝶ボルト
２４・・・・・・・円弧上スリット
２５・・・・・・・蝶ナット付係止ネジ
２６・・・・・・・下部パイプ
２７・・・・・・・ハンドル固定ネジ
２８・・・・・・・スペーサ
３３・・・・・・・二股脚
３９・・・・・・・ガイド
４０・・・・・・・琴全体
４１・・・・・・・龍尾
４２・・・・・・・雲角
４３・・・・・・・龍眼
４４・・・・・・・甲
４５・・・・・・・龍尾端面
６０・・・・・・・ラチェット式ストッパ付ハンドウインチ
Ｇ・・・・・・・・琴糸
Ｓ・・・・・・・・隙間
Ｒ・・・・・・・・ハンドル回転方向
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